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、、 昭和fl-3年g月,2夕日
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展段

． 宇宙同発委 員会委負長鍋島直樹

第6幽字面闘発委員会臨時会訟の凶催について

ノ

様言己会舗を下誌によ D助躍しますので、と尚j高下さい。

記

λ 日時 昭和If.3年g月30日（金）

．〆 午後3時～時

.2 場所 虎ノ門第一ピル二階会議室

3. 議題 （／）昭和＃＃年度宇宙開発関係経費見積b方針

j)'よぴ概算要求概要 ¥ 

臼） その他
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第 4回宇宙開発委員会臨時会議議事次第

λ 第3回宇宙崩発委員会定例会協訟事要旨の確認

よ 昭和＃＃年度宇宙向先例係縫貨の克樹D方針および協算要求

蹴安

よその他

料

．委t,-I 第.2凶字m同発委員会定例会訟訟議長旨

n6'-.2 陥和'I-II-年度における字箇凶弾凶1l会巡貨の見積D方 針

およびt坊主主主を求胤援について（挺）

。

＿.....ー



委6ー／

第 :l 箇字山；~発委員会定例会議議事要旨

． ． ， ． 

船和JI.3年g月＇2-0日｛火）

／＃時～I~ 時

時日λ 

第:z会議室科学技術庁所

議事次第

場.2 

「委員会議事規則Jの審議（／） 3. 

「蚕員会の当面の詰話題および起営についてJは）． 
の審言語

総綜および塊状説刷

各省庁宇宙陶保予算の揺核

~） 

φ

夫畠呆山

者

委員長代左足

員

出席¥. 

長義倒蚕

夫雑議士ロII 

嗣係行政掠関職員． 
他武泉総理府内閣総理大臣官房参事官

啓次郎上井次官科学技術庁事務

也

臣

場馬長

長f
局整詞究研

房．官II 

／ 

生）他

． 
， ， 
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邦

文部省大学学術局審議官（代越：大字筈術局字術謀長

三角番

通雨量議大匝官房審議官（代極：、藍工栄局、描L~ぬ武者語訳
／今松；半；火タラ ）1出

沢梅II’ 

、



ノ

工員ヰ技術院総務部長（代理：工業技術協研究J実務fi;~.・ 1乏
伊場野 賞） ・i也

漣輸省大臣ち房参事官（代渥：官房首席技術調査官

伊藤博美｝ 1也

郵政省電波監提起局審議官（代理：電波監理局技術調査謀

種 目 政 司）'I也

到i政省電波民主量局弘i時緑通信部長． 石 川 先 夫 i也

主主設大臣官房技術遂事官（代理：国土地選院測池部長

原画美道）

善寺務局

科学技術庁転i究蹴挺局字箇企画謀長 山野正室差値

＼ ー

主 因己布貨半十

委3ー／ 安員会議事裁刷（築）

委.2一与2 幸－負会の当面の詰諸題ま矛よび注営U亡ついて（ l三

委2一3_ 各省庁宇宙闘係予算の推移ι

6. 議事要旨

(/) 委員会訟事規郎（案｝の審議

事務局よ b「委員会議事規則（案）」を説明、乙れに穴 し

て次のような質援応答ののち原案どおり決定された。．

0 専門委員の定数は何人か。また、幹事会の仕事は何か。

（答）専門委主員の定訟は予算上はgO人となっている。また、

幹尋手会む仕事事匂：委員会の随也氏除して、事前陀訟菜のお；；曜、

． 

． 
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，． 
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内容の：決討等を行在って委員を補佐するととである。

0 原子力委員会の議事規刷と本委員会のそれの違いは何か。

（答）勧ね同様であるが、主な相長は次のとおりである。

ぴ）約幹事会は、原子力委員会では設けアれていない。

（りω説会の肉催に必婆な悩席者叙は、原子力委員会では協会

に属すlる者のす以上となっているが、本委員会では半数以

ーととなっている。

臼） 「委員会の当面の誌題および趨営につゆて」の審議

喜善説局より「委員会の当由り訟逼および越官について」莱

を秘境

とれに対して、次のような貨鍵応谷がらったのち鼠接どお

り決定された。

。字’由・側発計画ーの策定に倒して設ける都公は総合協会の.7;;.か。

その他専門部会の必要は‘ないか。

（答）事務局としては、とDあえず、総合部会を設歯したいと

考えているが、委員会が必要とみとめれば随時その他の部

会を設置することができる。

0 昭和＃＃年度宇宙開発経費の見積bについて、 g月中陀暫

定的に定めるものと引き続き検討し、／ υ月中&c決定するも

のと両者の関係はどうか。

（答）経費の見積Dは、本来g月末日までにlま決定すべきもので



ー

あるが今年村；、委員会の発足が遅れたため審i tの；訂関が短

泊いとと、治よび、見積りの基本となる宇宙尚発ti. tillJ :.J~決まっ

ていないことのため、 g月末陀最終決定を行なう ζ とは閤

雑であると考えられる。しかし、とれでι各省庁の九桜D

作成陀闘に合わないので、とりあえず、g月中に各省庁の民

求について暫定的に決定するζととし、 I0月に宇宙附g-ci

計幽のうち脳相I/.I/.年度予算に闘係のある主として Q計画

の詰iS分を決定する ζととあいまって最終決定をしようとい

うものであって、その隊g月の暫定決定に若干の変更を加

えることはあDうるという考え方である。したがって、 g月

の暫定的決定は闘係各省庁にその給呆を連絡するだけに止

め、委員会として内閣総雄大臣に意見を述べるのは最終決

定に基づいて行なうとととしている。

臼）経緯bよび説状説助

「各省庁宇宙嗣係予算の推移」について関係各省庁よ b説

明
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　　　　　　　　　　妬和44算凱おける年宙肉発肉醗貢の兇頂1防針および騨要概妻について㈱　　季左2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　啄フ43一葺二｝8噂日30日

賠和44算度レZおける耳宙痴発走1糸経貢の殖責D方針扮よ雨曝飛球概蓼’よ、とりあえず〉勘と洲とすa．

なお本｝牛につい烈ま乙＼さっブき蜜隷2豊め、／〃目中に娠轟的な三三行なうこととする．

∫　；塁本　う7、．針

　　關4媒欝群発阿係起訴碗積mさ，年翻発爵譲会の答申弊宙早発の長姻計画およひ闇の綱についてユ（42、

　ノ2、ノ。）1建べら舷申宙早発の基本日咋翼およびぞ甲の椥二おけ納外の1醗の疲イ眩御異するどとも）潤際物かに縦・しく．

　ソくの計画に茎づ’き身て「濯うみのどす否。

　／．爽甫冥蕨狸星については遍修の分野におけろ曳験律塵℃して照和46蜘こ彪瞬翫馴征星乏、また、媛和48耳痴漢蕨

　　輔止遡紅銑繊騒ことを目疑して記するとともζ締性、播醒一馳随催等の圃発の加・当面跨鰍量

　　地上剥用驚轡の阿発馬塵踊こととす有　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　震用巽蕨：イエ曲打よけ鴇’ロケ・ソトにっ、、《1よ、弘和45耳完成ま百塚1七静止症星打￥げt用ロケット（へ／ロケツ＼）につなぎ得る

　　刺鞭麿のロケヅト（Q叶ソト涯図発し、これによ・慮離眉姻随星飾ち上げることと頓歪らにログットの薗発を進め

　　H5柑48茸二皮鬼1成之目’標ヒ．〈／ロケット左層訂発レ．　これによ・1）実坂蔚簡止亜柔多4エ．星を才丁ち上．け∴ることとする．

2．科単食尽につ、・・〈1よ、前鞭にひさつづ、き、肥料44顛ゆいても醜及天体放射綴粒子線等量測姻的とすろ料鞄

　　星之薗発トし．　これら乞才丁ち上げることと二する．

　　　科掌狸星打上げ痢・ケット1くっい刻蛋、り、きっづ『きMロゲットの疹税柱向上のため閥磁彦めゐ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ／）

1
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5人照星捻び入工醒才識錦・ケ弥の醗撒か打上げ、にノ螺娩設該甫罐膚雄踊とと位入工燧整翻の
　　窟艇勧・赴と捻る∴またギ宙醗繭紬について緬綱麹偏するCと懸る．

婦櫛率鰍の本蜘（伴・紹掌夙鰍伽て聴焔燃の新表等．慮な鰍勲行なう二ととす瓦

f轄圃発蘇経黄の擁鞭轍婆
　　）肋万難に甚養備勧4報幽庁箱醗蘇概漁家（楽ゐ（つ畷諏齪儲った縮織表のゆ腰あり、ヒこ

　に示す経時・ぱ工に述．べた計画之遜ぞ〒するに歯す・しも十分ゑ編でばないか㌧　・予、葦締：成にあ之っては、　：二三らの経費が薩尿一さ敵ること

　掴，1必辱．で勿：る，

　　この掻貧｝《よって行なう主な擁ゆ卿とお‘）で励．　　　　　　　　　　　　．．

　た鄭弩弓　　　　　　　　　　　　　’

　　ω通勧介敷捌練験硬論の鰍

　　実展滑静止通侶三星疋ついて鳳、ミリ旗希中継透　姿暫制卸》ステム辱の隠発を行なう、

　　ζのその他の介野にお・ける糞甲実験征星の園二等

　　　　気教繍了および麟也の介買にお1ケる実用実験：征星鴎つ・へてば、気慰て遅琢藪甫側側調厳蓋、航行耀鵜i嗣電子装董、

　　　刻惣任星用反射体、利蒲紅灯店番等の面発を行なう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（。～）
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●

　　ゑ働λ三星に短嫉価（ついて1よ、饗勢制御枚鵜湿酬御齢専の1婦頭なう．

（：3）　丁丁奨残：えエ星’打上、け」甫ロクツトの閥発

　　Q砂ツ』（旧く感三組43葬麦噛轍計備累漣づき詳巌計挑び愚撫殊之倣し㌧’断罐誕、のた魏

　よ試身状行なう。韮、Qログノいてノ比要な骨体ログソト姻発するたρのし5＿6ロナ〉トおよび訪專制御枚粥拉尊の

　た，めのノ1＼型ロケットのフ蒔しよう・実験老行なう．

　　入／ロケゾ・についてぱ、劇達冴死芝進めろ近ともに概念隷計創テなつ．

ぐ4）打よ、ナ砺およ泓・地エ試旋施鼓該庸の登1甫

　　翔鍛確の競にノ腰な煙試騨葎についてば、採血4載から私・一得エゾー依動試鷺範樋農試職

　矯等の翌．甫セ淀め御

　　aロケ・ゾトの打上1易施表上唇および地上試験に泌婁な地上壷焼試軟該儒についで望備乞下め’る。

●一

ρ．科…勤エ星阿孫

　θ）　斜面4エ星σ》点き＝、ずO

　　　　M＿4Sロサッ下によ0うセ／そぢょひ1うr2寄科孝任八手打ちよサ，＝6．

　〔2）　斜学江：星の宙結

　　　劣2男およ’び骨3号揖学廷星の肉発暫了なうぽか．ナ4男餌学征星（謀挨恥之試搾する。

「

（の



，

　（3）　斜掌でエ星．柔「よげ甫Dケソ．トの菌「考毛

　　　㌍篇乾動上鋪働ットとして．’匹4∫け外酬鴛る．　　　　　　　　・

　　　ナ掃群征．星批帰・ケ外とし（匹パ6砂三綱発麺こ批めご榔ノ腰回縣劇荏肪同瀬（
　　T、ノの継等胴発し紘一45鋤・ソトによ幡し．よう鍛緬なう。また、下v獄恥よ圃諸鋼所なうた

　　》っ捌づ如ケット姻発するととも｝こ地上縣野州しよう轍能試臓駄び予係試勲・行あ．．

　‘4）　地上、彪設、護イ甫の整備

　　　祉蔽教鰍ついて’よ・碑厩1蘇とし欝ちよ〃ト斜ラッキング、装置獄制鰍羅欝セー噸ケット肉徽

　　して阿ロケ・ゾト高速護〒Lタ・受信装還等変豆厳蒐実する．

　　ペエ罐につい琳雄撫び庭面牌方面よ確旅麺骸熊験在動認窮露顔疏め．寵簸渤1醗お
　よび整備色行なn．入エイエ星追狐網の掻化之ばかる．

覧

♂
．

4　体制の蜜楯

　樹9に改紐レで穿底面薬悪業団を卸数する．

！2）轄離蘭係研完雄進すうだめ、1縣翫回忌尻割の篠齢かる，

r4）
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電
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♂昌　そ：の他の主要：事喚

　々）年三断発・継授π旨の祈兇の雄1進：落

　　　能灘郵編憐糊鰍鱗年酬轍離摘基徽恥縫胡とともに，二紡爾究網鯛に獅乏1剰っ
　　つ剣溌き進めるよう奇首．置す’互

　‘2＞打．とげ実漿実施の再煮弘、

　　　欝齪宙ヒンタ脇よび醜駐齢閾劉1伽tおける助ット打上蘇痴魅祉批って1よ．馳蘇齢首の励か

　　1虻尊であるので、　漁蒙板喚蒙をもグ《乏の再費イ巳Zlまかる。

6）　」亡　の　　1也　　・

　　　」羊租’圃発の本格1ヒに伴・ない、入赫巌成．広報治発、臨際協が彗の誇車：業感ます奇歩、そσ）重要性乏眉レつつあっので・これらき

　　7産iガ10：権r．匿うるρ
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